
〇放課後児童クラブは、ニーズの高まりにより、在籍児童数、待機児童数が年々増加
〇施設と支援員等の確保を積極的に進め、令和６年度には低学年の待機児童ゼロ及び
令和５年度からの待機児童数半減を、令和７年度には待機児童ゼロを目指す

待機児童解消に向けた今後の取組放課後児童クラブの在籍児童数の推移
（平成27年度以降）

令和５年５月１日時点 待機児童数 193人（うち低学年26人）

令和６年５月１日時点
・令和５年度からの待機児童数半減
・低学年（１～３年生）の待機児童ゼロ

を目指す

令和７年５月１日時点 待機児童ゼロを目指す

令和６年度に向けた具対策

令和７年度に向けた具対策

・特別教室のタイムシェア
・専用施設の建設（芳明、中山）

・専用施設の建設
（高島、横井、西大寺）

【施設】
・教育委員会、学校の協力を得て、特別教室のタイムシェアの活用を積
極的に行うとともに、専用施設の建設により、施設の確保を進めていく。

【支援員等】
・これまでの取り組みに加え、より効果的な人員確保策の検討を行い、
各運営主体と協力しながら、支援員等の確保に尽力していく。

・保育環境の整備が進み、女性の就労継続とともに、小学校入学後や
2年生、3年生になっても継続して利用したいというニーズが増加。

・平成27年度から令和5年度までの8年間で利用率は11.2ポイント増加。

R６年、R７年は
申請者数を推計各年５月１日現在

※R２年は７月１日現在

放課後児童クラブの待機児童解消について 資料令和５年度 岡山市子ども・子育て会議 第１回放課後児童クラブ部会


